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触

建
造
物
装
飾
技
術
の
研
修
開
講
式

６
月
よ
リ
ス
タ
ー
ト
▼

甲蔵劉
【日
　
時
】

平
成
２０
年
６
月
６
日
④
　
ｌ３
時
～
１６
時

【△雰
　　但物
】

京
都
南
禅
寺

順
正
　
〈椿

・
奈
々
美
の
間
〉

今
年
度
も

６
月
か
ら
建
造

物
装
飾
技
術

の
研
修
事
業
が

始
ま
り
ま
し
た
。
昨
年
に
引

続

い
て
２
回
目
と
な
る
研
修

事
業
が
、
さ
ら
に
実
り

の
あ

る
充
実
し
た
も

の
と
な
る
よ

う
心
新
た
に
、
研
修
生
１８
名

の
開
講
式
を
開
催

い
た
し
ま

し
た
。

式
典
に
は
文
化
庁

の
武
内

正
和
文
化
財
調
査
官
様
、
財

団
法
人
文
化
財
建
造
物
保
存

技
術
協
会

の
村
上
訓

一
常
務

理
事
様
を
は
じ
め
、
近
畿
府

県
市

の
文
化
財
関
係
者
や
講

師

の
先

生

方

に
出

席

し

て

い

た

だ

き
、

祝

辞

と

励

ま

し

の
お

言

葉

を

い
た

だ

き

ま
し
た
。

記

念

講

演

で

は
、

全

国

国

宝

重

要

文

化

財

所

有

者

連

盟

の
後

藤

佐

雅

夫

先

生

よ
り
、
冨

一
つ

の
不
思
議

～
建
造
物

装

飾

を
通
し
て
」
と

い
う

テ
ー

マ

で
ご
講
演
を

い
た
だ
き
ま
し

た
。
冨
正

と
い
う
数
字
は
古

来
よ
り
日
本

の
文
化
に
深
く

根
ざ
す
も

の
で
あ
り
、
同
時

に
当
協
議
会

に
お

い
て
は
、

金
工

・
彩
色

・
漆
と

い
う
互

い
に
異
な
る
三

つ
の
職
種
が

一
致
団
結
し
て
文
化
財
保
護

に
貢
献
し

て

い
く

こ
と
が
、

こ
れ
か
ら

の
課
題
で
あ
る
こ

と
を
お
話

い
た
だ
き
、
私
達

と

い
た
し
ま
し
て
も
決
意
を

新
た
に
適
進
し
て
い
く
所
存

で
す
。

ま

た
今

回

は
記
倉

講

演

と
し
て
、
能
楽
シ
テ
方
観
世

流
準
職
分

の
田
茂
井
廣
道
先

生
、
宮
本
茂
樹
先
生
、
味
方

国
先
生
に
、
能

の
講
演
と
装

束
に
つ
い
て
お
話

い
た
だ
き

ま
し
た
。
芸
能
と
建
造
物
装

飾
と

い
う
分
野
は
違
え
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
日
本

の
伝
統
文
化

を
伝
え
て
い
く
と

い
う
同
じ

使
命

の

一
端
を
担

っ
て
い
る

こ
と
を
感
じ
、
研
修
生

の
皆

さ
ん
が
今
後
さ
ら
に
研
鑽
を

深
め
て
い
く
き

っ
か
け
に
な

っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思

い

ま
す
。

二
十
年
Ａ

四十 、ゝや
｀
イち 第17号



二
つ
の
不
思
義

Ｉ
建
造
物
装
飾
を
通
し
て
，

社
団
法
人
各
国
園
全
宣
姜
文
化
射
折
有
寺
皇
丑

・

事
務
局
長

後

藤

佐
牟
夫

れ
て
い
ま
す
。
漢
和
大
宇
典

に
よ
る
と
、
三
三
九
度

・
三

大
節

（新
年
、
紀
元
節
、
天

長
節
）
。
三
味

（仏
道
に
専
合

す
る
こ
と
、
物
事
に

一
心
に

な
る
こ
と
、
奥
義
に
達
す
る

こ
と
）
な
ど
が
あ
り
、
悪

い

言
葉
と
し
て
三
寸
舌

・
三
災

（水
災

・
火
災
、
風
災
）
な

ど
あ
り
ま
す
が
、
今
回
は
文

化
財
に
関
係
す
る

「
三
」
に

つ
い
て
考
え

て
み
た

い
と
思

い
ま
す
。

Ⅲ

「
三
」
に
関
係
す
る
こ
と

に
つ
い
て

０

一五

巴
＝
別
紙
東
洋
文
様

史
及
び
巴
瓦
の
変
遷

（〕
三
門

＝
三
解
脱

門

の
略

称
で
三
解
脱
と
は

「
空
」
実

体

の
な

い
こ
と

「
無
相
」
形

態

・
様
相
を
久
く
こ
と
。　
一

桁
行
４
間
、
梁
間
３
間
、
一
重
、

入
母
屋
造
、
正
面
に
１
間

の

向
拝
を
設
け
た
こ
け
ら
葺

の

仏
堂
で
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る
。
本
尊
阿
弥
陀

如
来

の
協
士
仏
の
胎
内
銘
か

ら
久
安
４
年

（１
１
４
８
）
の

造
営
と
み
ら
れ
る
。
元
和
２

年

（
１
６
１
６
）
に
大
修
理

を
行

っ
た
が
内
陣
は
当
初

の

形
を
保
ち
、
内
陣
天
丼
は
山

形
に
板
を
貼

っ
た
舟
底
天
丼

で
あ
る
。
（天
丼
絵
）

⑫

一一桑

釜
座

些

薬

通
の
新

町

・
西
洞
院
間
に
あ

っ
た
鋳

物
師

の
座
。
現
在
地
名
と
し

て
残
る
。
東
寺
文
書

の
正
応

２
年

（
１
２
８
９
）
条
に

コ
二

条
町
釜

の
座
弥
藤
三
」

の
名

が
あ
り
、
鎌
倉
末
期
に
は
成

立
し
て
い
た
ら
し

い
。
蔵
人

所

の
供
御

（く
ご
）
人
と
し

て
鍋
釜

の
販
売
を
独
占
。
戦

国
期
以
降
諸
国

の
鐘

の
鋳
造

も
行

い
、
茶
釜
等

の
高
級
技

術
を
要
す
る
鋳
物

の
座
と
し

て
知
ら
れ
た
。
豊
臣
秀
吉
は

京
都

の
鋳
物
師
を
こ
こ
に
集

め
、
最
盛
期
に
は
約

８。
軒
を

数
え
た
。
武
野
紹
鴎

・
千
利

定

不
変

な
根

拠

を
欠

く

こ

と

「無
作
」
作
為

の
な

い
こ

と
、
作
物
を
作
ら
ね
ば
喰
ら

ゎ
ず
。

５６
則

の
考
条
を
透
過

し
た
も

の
の
み
入
門
を
許
さ

れ
る
。
妙
心
寺
山
門

（三
門
）

大
徳
寺
山
門
は
平
素
は
開
放

せ
ず
晋
山
式
等
特
別
な
行
事

に
の
み
開
門
す
る
。
知
恩
院

三
門
も
禅
宗
様
式
で
あ
る
が

宗
派
が
異
な
る
た
め
、
通
用

門
と
な

っ
て
い
る
。
万
福
寺

も
黄
柴
宗
で
あ
る
が
、
総
門

が
な

い
た
め
開
放
さ
れ
て
い

る

（章
酒
山
門
に
入
る
を
ゆ

る
さ
ず
）
。
（詳
細
は
別
紙
知

恩
院
三
門
で
説
明
す
る
）

（
り
三
角
法

＝
規
短
術
で
近
世

規
短
は
寛
永
年
間
樋
口
権
右

衛
門
に
始
ま
る
。
和
算
用
語

で
作
図
に
よ
り
問
題
を
解
く

三
角
法
。
勾

（釣
▼
隻

（股
▼

玄

（弦
）

の
原
理
で
指
短
で

隅
を
計
算
す
る
。
ピ
タ
ゴ
ラ

ス
の
定
理
。
（
別
紙
図
を
見

る
）

（
Ｖ
三
原
色

＝
適
当
に
混
色
す

れ
ば
任
意

の
色
が
作
れ
る
よ

う

に
選
ば
れ
た
三

つ
の
色
。

絵

の
具
で
は
赤
紫

。
黄

・
青

休
ら
が
指
導
し
、
茶
釜

の
名

工
を
生
ん
だ
。
重
要
文
化
財

善
峰
寺
多
宝
塔

の
相
輪
は
こ

の
釜
座
で
製
作
し
て
い
る
。

０

一一手

先

＝
斗
組
の
組
型
の

一
つ
。
柱
前

へ
肘
木
が
３
回

出
て
そ
の
最
上
部

の
肘
木
上

の
斗
で
桁

の
類
を
受
け
る
方

式
。
尾
垂
木
が
あ
る
も
の
と
、

な

い
も

の
が
あ
る
。
平
三

つ

斗
。手

先

Ｈ
出
組
。

二
手
先
。

三
手
先
。
七
手
先

（大
仏
用
）

（
り
三
軒

Ｈ
地
垂
木
、
飛
権
垂

木
、
疎
垂
木
。
御
所
紫
震
殿

関
係
。
仁
和
寺
金
堂

（慶
長

時

の
紫
震
殿
、
寛
永
年
間
移

築
）
興
福
寺
南
円
堂
、
北
円

堂
そ
の
他
に
み
ら
れ
る
。

０

一一種

の
榊
器

＝
歴
代
天
皇

が
皇
位

の
し
る
し
と
し
て
継

承
す
る
三

つ
の
宝
物
。
天
孫

降
臨

の
さ

い
、
天
照
大
神
か

ら
瑣
竣
杵
尊

（
に
に
ぎ

の
み

こ
と
）
に
授
け
ら
れ
た
と

い

う
も

の
。
人
躍
鏡

（
や
た
の

か
が
み
▼

天

の
叢
雲

の
剣

（あ
め
の
む
ら
く
も
）

（草
薙

の
剣
）
・
人
坂
竣
の
曲
玉

（や

さ
か
に
の
ま
が
た
ま
）

Ｉ

は
じ
め
に

社
寺
建
造
物
美
術
協
議
会

は
彩
色

・
漆

。
金
工
の
三

つ

の
部
会
か
ら
構
成
さ
れ
て
お

り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
異
な

っ
た

職
種

で
あ
り
ま
す
が
、
装
飾

美
術
に
関
係
さ
れ
る
皆
様
が

一
致
団
結
し
て
、
文
化
財
保

護
に
貢
献
さ
れ
て
お
り
、
将

来

の
技
術
保
存

の
た
め
に
活

躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
様

に
三

つ
が
協
力
さ
れ
て
い
る

姿
を
み
て
、
今
回
は
皆
様
と

関
係
す
る

「
三
」
に
関
す
る

こ
と
に
つ
い
て
私

の
思

い
を

含
め
て
お
話
し
た

い
と
思

い

ま
す
。

工

定

義

「
三
」
の
つ
く
言
葉
に
は
よ

い
意
味
と
悪

い
意
味
が
含
ま

在
原
業
平
ほ
か
。
三
十
六
歌

仙
は
柿
本
人
麻
呂

・
紀
貫
之

・

大
伴
家
持

・
山
部
赤
人
な
ど
。

（
Ｖ
三
千
家

Ｈ
表
千
家
家
元
千

家
三
世
宗
旦

の
三
男
江
■
宗

左

（
１
６
１
３
～
９
７
）
以

後
、
宗
左
を
名
乗
る
。
裏
千

家
家
元
　
千
家
三
世
宗
旦

の

四
男
仙
翌
宗
室

（
１
６
２
２

～

９

７
）

以
後

歴

代

宗

室

を
名
乗
る
。
武
者
小
路
千
家

家
元
　
千
家
三
世
宗
旦

の
及

男

一
翁
宗
守

（
１
５
９
３
～

１
６
７
５
）
以
後
、
歴
代
宗

守
を
名
乗
る
。

（
Ψ
三
畳
Ｈ
三
畳
中
板
入
リ
ー

玉
林
院
表
庵

・
裏
千
家
利
休

堂

（
別
紙
参

照
）

（
茶
室

の

平
面
）

（り
三
千
院

Ｈ
左
京
区
大
原

来
迎
院
町
に
あ
る
天
台
宗

の

門
跡
寺
院
。
本
尊
阿
弥
陀
如

来
。
古
く
は
梶
井
門
跡
と
も

呼
ん
だ
。
明
治

４
年
現
在

の

寺
号
。
延
歴
年
間

（
７
８
２

～
８
０
６
）
最
澄
が
比
叡
山

東
塔
南
谷

の
梨

の
大
木

の
下

に

一
宇
を
構
え
た
の
に
始
ま

る
と
い
う

（梨
本
房
）
。
三
千

院
本
堂

（往
生
極
楽
院
）
は
、

緑
、
光
等

で
は
赤

・
青
紫

・

緑
が
使
わ
れ
る
。
（酸
化
鉄
―

鉄

の
酸
化
物
―
赤
色

の
結
晶

性
、
発
火
性
の
黒
色
の
粉
末
、

そ
れ
に
ア
ン
バ
粉

の
よ
う
な

黄
土
色
が
あ
る
古
色
に
用

い

る
）
（
υ
三
猿

Ｈ
見
ざ
る
、
聞
か
ざ

る
、
言
ざ
る
の
意
を
表
す
三

匹
の
猿

の
絵
や
像
。
猿
は
山

王
権
現
の
使
わ
し
め
と

い
わ

れ
、
の
ち
に
山
王
が
庚
申

の

本
尊
に
な
る
と
猿
も
共
に
祭

ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

０

一一千

一一観

立
〒

観
堂

日
菩

薩
が
衆
生
済
度

の
た
め
に
変

化
す

る
と

い
う

三
十
三
身
。

楊
柳

（よ
う
り
ゅ
う
▼

竜
頭

（り
ょ
う
ず
）
・
持
経

。
円
光

・

遊
戯

（ゆ
げ
▼

白
衣

（び
ゃ

く
え
▼
蓮
臥
（れ
ん
が
▼
滝
見
・

施
薬

・
魚
藍

（ぎ
ょ
ら
ん
▼

徳
王

・
水
月

。
一
葉

。
青
頸

（し
事
つ
き
事
つ

・威
徳
・延
命
・

衆
宝

・
岩
戸

。
能
静

（
の
う

じ
ょ
う
▼

阿
褥

（ふ
の
く
▼

阿
摩
提

（あ
ま
だ
い
▼

葉
衣

・

瑠
璃

・
多
羅
尊

・
蛤
蜘

（
こ

う
り
▼

六
時

・
普
悲

・
馬
郎

婦

（め
ろ
う
ふ
▼

合
唱

。
一

如

・不
二
・持
蓮
・個
水

（し
ゃ

す
じ

の
三
十
三
。

▲Ｕ
三
十

三
間
堂

＝
名
称

は

堂

の
内
陣

の
柱
間
が
三
十
三

あ

る

こ
と

に
由

来
。
長

寛

２
年

（
１
１
６
４
）
後
白
河

上
皇
が
勅
願
で
建
立
。
そ
の

後
、
不
動
堂

・
五
重
塔

・
北

斗
堂

・
総
社

・
宝
蔵
な
ど
か

建
ち
並
ん
だ
が
、
建
長
元
年

（
１
１
４
９
）
洛
中

の

大
火

で
焼
失
。
文
永

３
年

Ｔ

２
６
こ

に

再

興
。
現
存

の
本
堂

や
仏
像
の
多
く
は
再
興

時

の
も

の
。
天
正

１４

年

（１
５
８
こ

豊
臣

秀
吉

の
方
広
寺
創
建

に
よ
り
、
そ
の
山
内
寺

院

（千
手
堂
）
と
な
る
。

秀
吉
没
後
、
方
広
寺
は
妙
法

院

の
管
理
下
に
入
り
、
蓮
華

王
院
も
妙
法
院
に
属
し
現
在

に
至
る
。
三
十
三
間
堂
は
蓮

華
王
院

の
本
堂
で
１
０
０
１

体

の
観
音

菩
薩

像

を
安

置

す
る
国
宝
建
造
物

で
、
桁
行

三
十
三
間
、
梁
間
三
間
を
内

陣
と
し
、
四
周
に

一
間
通
り

外
陣
を
巡
ら
す
。
正
面
中
央

の
向
拝
七
間
は
慶
安

２
～
４

年

（
１
６
４
９
～
５
１
）
に

修
理
改
造
。
屋
根
は
入
母
屋

造
、
本
瓦
葺
。
堂
内
は
桁
行

中
央
三
間
を
丈
六
の
本
尊
を

安
置
し
た
内

々
陣
と
し
、
折

上
組
入
天
丼
。
左
右

の
内
陣

は
二
重
虹
梁
暮
股
形
式

の
梁

架
構
を
み
せ
る
化
粧
屋
根
裏

天
丼
。

０

一一千

一ハ
歌
仙

＝
歌
仙
と
は

和
歌
に
優
れ
た
人
。
延
喜

５

年

（
９
０
５
）
勅
撰

の

「
古

今

和
歌
集
」

序

に
と
り

あ

げ
る
平
安
初
期

の
和
歌

の
名

人

６
人
を
六
歌
仙
と

い
い
、

平
安

中
期

の
藤

原
公
任

撰

「
三
十
六
人
撰
」

に
基
づ
く

代
表
的
歌
人
３６
人
を
三
十
六

歌
仙
と
呼
ぶ
。
六
歌
仙
と
は

【平成 20年度の建造物装飾技術研修事業および研修生】

1.建造物装飾技術国内・海外研修
◆国内研修 「彩色画面におけるカビ発生の予防と除去方法の研究」 松村 年恒 0)1面美術研究所
◆海外研修 「ベトナムにおける漆塗り技術と材料の考察J      齋藤 和人 0斎藤漆工去
2.固有技術向上研修会
◆丹塗技術研修会 (講義・実技演習)
【研修期間】 平成20年 6月 16日～6月 2]日 【研修場所】 武信稲荷神社 (京都市中京区)

【講  師】 実技講師 :片山 能馬 餘)片山 講義講師 :春日井道彦先生 (財団法人文化財建造物保存技術協会)

【研 修 生】 齋藤 和人 侑)齋藤漆工芸   蔵原 二朗 餘)さわの道玄 山田  '羊 餘)小西美術工藝社
西澤 正造 働)文化財建造物保存技術協会

◆漆下地材研究会  (講義・実技演習 。ディスカッション)
【研修期間】 平成 20 7月 10日～7月 12日 【研修場所】 京都市文化財建造物保存技術研修センター (京都市東山区)
【講  師】 岡田 文男先生 (京都造形芸術大学教授)

加藤  庄司 餘)|よせがわ美術工芸
金田  薩菱子 (財)文化財建造物保存技術協会

高山 典子 侑)川面美術研究所
宮

'|1 

亜子 餘)さわの道玄

【研 修 生】 福田 寛子 侑)川面美術研究所  大井 未歩 鉄)さわの道玄
野中  遊 鉄)小西美術工藝社   邑田 住子 邑田漆芸餘)

◆彩色調査研修会 (講義・実習)
【研修期間】 平成20年 10月 20日～25日 【研修場所】 京都市文化財建造物保存技術研修センター (京都市東山区)

【講  師】 谷井俊英先生、沼田修先生、北尾かおり先生 侑))1面美術研究所
【研 修 生】 楠本 明希 侑)川面美術研究所    渋谷 大輔 餘)小西美術工藝社

広田 純一 旬)塩尻木曽助地場産業センター 山田亜紀子 餘)さわの道玄
村田 史不日 (財 )文化財建造物保存技術協会

3.後 継者養成実技研修
【受入先事業所】14A)小西美術工藝社 (株)さかい (株)さわの道玄 邑田漆芸 14A)
【教育機関】 京都伝統工芸大学校 大阪成際大学 ものつくり大学   【研修期間】 平成 20年 9月～ 21年 2月の間で実施
4.会 員研修会～沖縄美術 と工芸の研修
【研修期間】 平成20年 司1月 9日～ 11月 10日

【講  師】 後藤佐雅夫先生 社団法人全国国宝重要文化財所有者連盟
丸田 憲良先生 沖縄県立芸術大学教授
小西 呻也先生

【研 修 先】 沖縄県 那覇市
【研 修 生】 会員9名

第17号 十 、ゝや
｀
イち翠f甲ぶゝヽや
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通
常
総
会
報
告

の
作
成
と
保
存
に
関
す
る
規

定
を
設
け
、
正
式
な
記
録
と

し
て
保
存
し
て
い
く
こ
と
も

新
た
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま

す
。新

会

則

の
会

の
目
的

に

も
う
た

っ
て
お
り
ま
す
よ
う

に
、
本
会
は
今
後
と
も
建
造

物
装
飾
技
術

の
保
存
と
そ
の

向
上
を
図
り
、
技
術
者
育
成

の
為

の
研
修
事
業
を
積
極
的

に
行
う
こ
と
で
、
わ
が
回

の

文
化
財
お
よ
び
伝
統
文
化

の

保
存
に
寄
与
す
べ
く

一
層
努

力
し
て
参
る
所
存
で
す
。
そ

れ
と
と
も
に
、
伝
統
的
な
技

術
を
将
来
に
わ
た

っ
て
伝
え

て
い
く
た
め
に
、
今
我

々
の

業
界
が
直
面
し
て
い
る
諸
問

題
を
解
決
し

て
い
く

べ
く
、

取
り
組
ん
で
参
り
た

い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

次
回
の
総
会
で
は
そ
う
し

た
社
美
協

の
今
後

の
あ
り
方

に

つ
い
て
検
討
し
て
い
く
予

定
で
す

の
で
、
会
員

の
皆
様

か
ら

の
積
極
的
な
ご
意
見
、

ご
要
望
等
寄
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
、
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

昨
年
当
協
議
会

は
、
「
建

造
物
装
飾
」
技
術
の
分
野
で

選
定
保
存
技
術
保
持
団
体
の

認
定
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
分
野
で
の
後
継
者
を

育
て
、
伝
統
技
術
を
後
世
に

伝
え
る
と

い
う
責
務
が

一
層

大
き
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
で
当
協
議
会
は
金
工
、

彩
色
、
漆
の
３
分
野
に
わ
た

る
業
種
の
集
ま
り
と

い
う
性

質
上
、
こ
れ
ま
で
も
各
会
員

の
声
が
会
の
運
営
に
反
映
し

に
く

い
状
況
に
あ

っ
た
の
で

は
な

い
か
と
思

い
ま
す
。

会
と
し
て
ど
の
よ
う
な
活

動
に
重
点
を
お

い
て
い
く
べ

き
か
、
ど
う
す
れ
ば
会
員
相

互
の
共
存
共
栄
を
図

っ
て

い

く
こ
と
が
で
き
る
か
、
我

々

の
業
界
が
直
面
し
て

い
る
諸

問
題
に
会
と
し
て
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で

い
く

か
等
、

会
員
の
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ

て

い
る
ご
意
見
を
紹
介
し
ま

す
。

○

今
、
文
化
財
に
は
す
べ
て

入
札
制
度
が
導
入
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
の
制
度
で
は

０
０
０

「新
し
い
社
美
協
の
あ
り
方
」

社
寺
建
造
物
美
術
協
議
会
　
副
会
長

小

西

美

奈

開
講
式

の
同
日
、
式
に
先

立

っ
て
第
２。
回
総
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
会
員

９
名

の
出

席
に
加
え
、
後
藤
佐
雅
夫
相

談
役
と
森
本
安
之
助
顧
問
を

迎
え
、
全
会

一
致

で
新
し

い

社
美
協

の
発
足
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

昨
年

１２
月

の
総
会

で
、
社

美
協
が
選
定
保
存
技
術

の
保

持
団
体

の
認
定
を
受
け
た
の

を
機
に
、
会

の
目
的
お
よ
び

会
則
を
改
め
て
立
ち
上
げ
て

い
く
こ
と
が
採
決
さ
れ
ま
し

た
。
そ
れ
を
受
け
て
会

で
は

３
回
に
わ
た
る
設
立
準
備
委

員
会
を
通
じ
て
会
則
を
見
直

し
て
参
り
ま
し
た
。

今
回
の
会
則

の
主
な
変
更

点
は
、
新
た
に
理
事
会
を
設

け
る
こ
と
で
、
会
を
組
織
と

し
て
建
て
直
し
、
協
力
体
制

を
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
を

盛
り
込
ん
だ
点
に
あ
り
ま
す
。

難

題

や
不
当

に
低

い
価

格

の
仕
事
を
引
き
受
け
る
こ
と

が
防
げ
る
は
ず
だ
と
思

い
ま

す
。ま

た
、
我

々
の
業
種

の
歴

史

は
古

く
、

神

道
、

仏

教

の
も
と
、
ま
た
天
皇
家
、
将

軍
家
、
大
名

の
も
と
で
、
そ

の
時
代
に
よ

っ
て
様

々
な
政

治

。
社
会

シ
ス
テ
ム
の
中
で

生
き
抜

い
て
き
ま
し
た
。
現

代

の
資
本
主
義
社
会
に
お
い

て
は
、
仕
事

の
質

の
み
な
ら

ず
会
社
と
し
て
利
益
を
追
求

し
な
け
れ
ば
生
き
残
れ
な

い

環
境

に
置
か
れ

て

い
ま
す
。

元
来
、
利
益
追
求
型

の
会
社

形
態
に
は
馴
染
ま
な

い
類

の

仕
事
だ
と

い
う
前
提
を
、
文

部
科
学
省
や
国
交
省
な
ど
を

は
じ
め
と
す
る
役
所

の
方

々

に
分
か

っ
て
い
た
だ
く
た
め

の
努
力
を
す
る
こ
と
、
ま
た
、

広
く

一
般

の
方
に
も
理
解
を

広
め
る
こ
と
を
共
に
行

っ
て

い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

し
て
、
仕
事

の
質
や
職
人
の

や
る
気
も
落
と
さ
ず
に
、
存

続
す
る
た
め
の
利
益
も
確
保

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
の

こ
れ
ま
で
は
会
長
が

一
手
に

会

の
運
営
を
引
き
受
け
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
会

長
、
副
会
長
、
運
営
委
員
か

ら
な
る
理
事
会

の
合
議
制
に

し
て
い
く
こ
と
で
、
様

々
な

活
動
に
組
織
的
に
取
り
組
ん

で
い
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

理
事

の
選
出
は
、
設
立
準

備
委
員
会

の
推
薦
を
受
け
て

総
会
に
諮
り
、
承
認
を
得
ま

し
た
。
任
期
は
会
長

の
任
期

と
同
じ
と
し
、
今
回
は
現
会

長

の
残
任
期

の
平
成

２２
年

３
月
ま
で
と
な

っ
て
お
り
ま

す
。ま

た
会

の
設
立
以
来
お
世

話
に
な

っ
て
い
る
後
藤
佐
雅

夫
先
生
が
、
新
た
に
相
談
役

に
就
任
す
る
こ
と
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

以
下
が
今
回
決
定
し
た
役

貝
人
事
で
す
。

時
代
に
合

っ
た
会
社

の
仕
組

み
を
、
会
貝
皆

で
知
恵
を
出

し
合

っ
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

二

つ
目
は
、
「
競
争
」
。
ど

ん
な
社
会

環
境

の
時

代

で

も
、
競
３
無
し
に
は
技
術
力

の
維
持
や
向
上
は
不
可
能
だ

っ
た
と
思

い
ま
す
。
会
貝
同

士
協
力
す

る
だ
け

で
な
く
、

誠
実
な
競
争
を
し
て
い
く
こ

と

の
出
来
る
健
全
な
団
体
を

目
指
す
こ
と
は
、
当
た
り
前

の
こ
と

の
よ
う
に
思
わ
れ
ま

す
が
、
実
現
す
る
の
は

「
協

力
」
し
て
い
く
以
上
に
、
難

し

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
省

庁
や
役
所

の
方

々
、
寺
社

の

施
主

の
方

々
に
も
、
「
健
全

な
競
争

の
場
」
を
与
え
て
い

た
だ
く
こ
と
も
、
理
解
と
お

願

い
の

一
つ
に
掲
げ
て
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。

〇

相

談

役

後
　
藤
　
佐
雅
夫

〇

顧
　
　
問

大

谷

秀

一

森
　
本
　
安
之
助

横

山

義

雄

〇

会
　
　
長

澤

野

道

玄

○

副

会

長

ど
処
　
木
　
か
お
り

小

西

美

奈

森

本

大

隆

〇

運
営
委
員

片

山

冨

夫

〇

監

　

事

今

井

弘

子

ま
た
、
新
会
則
で
は
入
会

に
関
す
る
規
定
を
改
定

し
、

入
会
審
査

の
手
続
き
を
更
に

慎
重
に
行
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

さ
ら
に
、
総
会
お
よ
び
理

事
会
等

の
各
会
議

の
議
事
録

会買の皆様から今せら独たご竜見

辞争弓 1争→1器 →H争→粋 →
―
待 →1持→1汁→杵 →

'←

→叫 →1待→H争弓 1争弓持 →1斗 器 H争→H←づ1斗 器 叫

文
化
財
保
存
技
術

の

仕
事
を
す
る
業
種

。
団

体

の
中

で
も
、
長
年
足

並
み
が
乱
れ
が
ち
だ

つ

た
漆
、
彩
色
、
鋳
金
具

の
会
社
が
集
ま

っ
て
出

来

た
社
美

協

で
す

が
、

昨
年
、
選
定
保
存
技
術

団
体

に
指
定
さ
れ
、
ま

す
ま
す
責
務
と
課
題

へ

の
取
り
組
み
を
先
延
ば

し
に
出
来
な

い
状
況
と

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
の
社
美
協

の
課
題
は
、

大
き
く
分
け

て
二

つ
あ

る
と
思
い
ま
す
。

一
つ
目
は

「
協
力
」
。

若
手
職
人

の
育
成
を
は

じ
め
、
熟
練

の
域
に
達

し
た
職
方

の
さ
ら
な
る
技
術

と
知
識

の
仲
ば
し
方
な
ど
、

会

貝

間

で
技

術

の
交

流

や

研
修
な
ど
を
積
極
的
に
行
え

ば
、
よ
り
効
率
的
な
技
術
力

の
維
持
と
向
上
が
で
き
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
「協

力
」

の
も
う

一
つ
の
課
題
と

し
て
、
情
報

の
共
有
が
重
要

だ
と
思

い
ま
す
。
会
員
同
士

の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
も

ま
ま
な
ら
ず
、
し
か
も
自
分

の
持

っ
て
い
る
情
報
は
他
社

に
は
漏
ら
さ
な

い
、
と

い
う

の
が
今
ま
で
だ

っ
た
か
と
思

い
ま
す
が
、
技
術

。
人
材

・

過
去

の
仕
事

の
価
格
な
ど
の

情
報
を
共
有
す
る
こ
と
に
よ

り
、
元
請

の
大
企
業
か
ら
の

価
格
が
全
て
で
あ

っ
て
そ

の
弊
害
も
大
き

い
。
こ
の

ま
ま

い
く
と
こ
の
仕
事
を

続
け

て

い
く
だ
け

で
も
、

非
常
に
困
難
な
状
況
に
な

る
だ
ろ
う
。
価
格
だ
け
で

は
な
い
、
別
の
基
準
も
我
々

の
側
で
設
け
て
い
く
べ
き

だ
と
思
う
。

そ
の
た
め
に
、
今
後
資

格
制
度
を
整
備
し
て
い
っ

て
は
ど
う
か
。

〇
　
一
口
に
資
格
制
度
と
い
っ

て
も
、
そ

の
判
定
基
準

の

問
題
な
ど
、
俄
か
に
整
備

し
て
い
く
こ
と
は
困
難
だ
。

昨
年
か
ら
行

っ
て
い
る
研

修
事
業
を
充
実
さ
せ
、
そ

こ

へ
の
赤
加
実
績
を
も

っ

と
評
価
し
て
い
っ
て
は
ど

つゝ
か
。

〇

価
格

の
問
題
は
深
刻
だ
。

品
質
を
維
持
す
る
た
め
に

は
、
こ
の

一
線
は
譲
れ
な

い
と

い
う
姿
勢

で
頑
張

っ

て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
。

○

社
美
協
で
公
表
し
て
い
る

価
格
を
、

い
か
に
現
実
に

近
づ
け
て
い
く
か
。
な
ぜ

こ
の
価
格
な
の
か
を
理
解

し
て
い
た
だ
き
、
有
名
無

実
化
し
な

い
た
め
の
様

々

な
方
策
を
検
討
し
て
い
く

べ
き
だ
。

〇

こ
の
業
界
を
、
次
世
代
を

担
う
若

い
方
が
誇
り
を
も

っ
て
働

い
て
い
け
る
よ
う

な
、
魅
力
の
あ
る
仕
事
に
し

て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
。

例
え
ば
選
定
保
存
技
術

保
持
者
の
認
定
に
し
て
も
、

こ
れ
ま
で
漆
、
特
に
建
造

物

の
分
野
で
は
全
く
認
定

が
な
さ
れ
て
い
な

い
。
会

と
し
て
も
、
も

っ
と
働
き

か
け
て
い
っ
た
方
が
良

い

の
で
は
な
い
か
。

○

事
務
局
に
つ
い
て
。
今
は

会
長

の
事
業
所
に
事
務
局

を
置
か
ざ
る
を
得
な

い
状

況
だ
が
、
本
来
な
ら
独
立

し
た
所
に
設
け
る
の
が
理

想
だ
と
思
う
。
ゆ
く
ゆ
く
は

独
立
し
た
事
務
局
を
も
て

る
よ
う
に
な
れ
ば
と
思
う
。
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『
銹

の
響

』

森
本
鋳
金
具
製
作
所

を
迅
え
る
元
離
宮
二
条
城
。
そ

の
二
の
丸
御
殿
大
広
間

一
の

間

の

「
帳
台
襖
鋳
金
具
」

の

修
復
の
話
を
続
け
ま
し
ょ
う
。

「
素
地
棒
え
」
が
済
む
と
、

素
地
を
松
脂
板

に
固
定
し
、

「彫
り
」
に
か
か
り
ま
す
。
桃

山
時
代

の
典
型
的
な
毛
地
彫

り
の
技
法
を
用
い
、
文
様
は
鳳

凰
に
桐
、
地
魚

々
子
打
ち
と

七
宝
文
、
葵
文
の
併
用
で
す
。

ま
ず
、
こ
ま
や
か
な
文
様

を
毛

タ
ガ
ネ

で
蹴
彫
り
し
、

地
と
七
宝
文
、
奏
文
は
二
重

す
き

に
鍬
タ
ガ
ネ
で
充
分
に
平
ら

に
削
り
取
り
、
細
か

い
魚

々

子
を
丹
念
に
救

い
て
、
彫
り

は
完
了
し
ま
す
。

そ
の
後
、
松
脂
板
か

ら
外
し
、
熱
い
本
酵
化
ナ

ト
リ
ウ
ム
液
で
松
脂
を

完
全
に
洗
い
落
と
し
、
歪

み
を
取
り
、
梅
酢

・
灰
汁

で
洗
い
、
金
箆
で
最
後
の

仕
上
げ
で
あ
る
「磨
き
」
を
し
、

水
洗

い
を
し
て
カ
リ
ヤ
ス
汁

で
色
上
げ
を
施
し
ま
す
。

鍬
彫
り
で
削
り
取

っ
た
部

分
は
、
当
然
袋
金
は
消
え
、
銅

の
地
肌
が
剥
き
出
さ
れ
ま
す
の

で
、
そ
の
部
分
に
は
水
に
少
量

の
酒
を
混
ぜ
て
す

っ
た
墨
を
さ

し
、
文
様
を
き
わ
だ
た
せ
ま
す
。

こ
の
後
、
防
錆
と
し
て
塗

料
を
塗
り
ま
す
。
こ
れ
は
大

気
汚
染
が
深
刻
化
し
て
い
る

た
め
の
処
置
で
す
が
、
本
来

の
水
銀
欽
金

の
風
合

い
を
な

く
す
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

一
方
、
在
来
品
を
修
理
す

る
場
合
は
、
キ
ズ
や
変
形
を

木
槌
や
金
槌
、
当
て
金
、
ヤ

ス
リ
、
キ
サ
ゲ
を
使

っ
て
直

し
、
久
損
し
て
い
る
部
分
は

補
足
蝋
付
を
し
て
、
文
様
が

あ
れ
ば
、
彫
り
を
施
し
完
全

に
修
復
し
ま
す
。

員
数
不
足
分
は
、
も
ち
ろ
ん

見
本
に
な
ら

つ
て
新
調
し
ま

す
。
ま
た
、
ま

っ
た
く
失
わ
れ

た
も
の
に
つ
い
て
は
、
痕
跡

・

残
存
品
か
ら
設
計
図
面
を
お

こ
し
て
製
作
し
て
い
ま
す
。

雛

飾

り

桃

の
節
句
は
三
月
三
日
で

す
が
、
関
西
で
は
奈
良

・
東

大

寺

の

「
お
水

取

り
」

が

終
わ
る
と
春
が
訪
れ
る
と

い

い
、
旧
暦
に
合
わ
せ
、
四
月

三
日
に
雛
祭
を
さ
れ
る
家
が

ま
だ
多
く
あ
り
ま
す
。

雛
祭
と

い
い
ま
す
と
、
や

は
り

多
壇
飾
リ

ク
の
お
雛
さ

ま
。
御
殿
を
建
て
、
壇
を
設
え
、

屏
風
を
た
て
、
最
上
壇
に
は

太
刀
を
楓

い
た
男
雛
と
一象
華

な
冠
を
か
ぶ

つ
た
女
雛
。
そ

し
て
男
蝶
、
女
蝶
と
呼
ぶ
銚

子
を
持

っ
た
官
女
、
雅
楽
器

を
た
ず
さ
え
た
囃
し
方
、
笑

。

泣

・
怒

の
三
人
上
戸
、
童
男
、

童
女

の
人
形
を
飾
り
ま
す
。

こ

の
形

式

は
、

江

戸

時

代
末
期

に
整

っ
た
も

の
と

い

い
、
鋳

の
仕
事
も
男
雛

の
太

刀
や
女
雛

の
冠
、
雪
洞

や
箪

笥
、
長
持
、
挟

み
箱

Ｈ
写
真

Ｈ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
箇
所

に

生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま

た

こ

れ

ら

は

す

べ

て

実
用
品

の
縮
小
版

で
あ

る
た

め
、
非
常

に
細

か
く
熟
練

し

た
技

が
要
求

さ
れ
ま
す
。
昔

は
雛
飾
り
専

門

の
併
師

が
大

勢

お
り
、
そ

の
職
人
た
ち

が

子
供

の
成
長
を
祈

る
親

の
気

持
ち

に
な

っ
て

一
つ
ひ
と

つ

手
作
り
し
た
も

の
で
す
。

し
か
し
大
量
生
産

の
時
代

と
な
り
、
漆
塗
り

の
箪
笥
も

プ

ラ
ス
チ

ッ
ク
製

に
、
金
具

も
プ

レ

ス
で
作
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま

し
た
。
も
ち

ろ
ん

わ
が
子

の
成
長
を
祈

る
親

の

気
持
ち

は
、
大
量
生
産

の
お

雛

さ
ん
を
飾

っ
た
と

て
変
わ

る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
雛
祭
り
に
母
親
が
、
鳥

貝
と
ワ
ケ
ギ
の
テ
ツ
パ
イ

（鉄

砲
和
え
）
や
カ
レ
イ
の
焼
き
も

の
、
瀬
田
の
シ
ジ
ミ
汁
、
チ
ラ

シ
寿
司
と
い
っ
た
お
決
ま
り
の

ご
馳
走
を
作
り
、
近
所
の
子
供

や
友
だ
ち
を
招

い
て
雛
遊
び

を
楽
し
ん
だ
風
習
が
、
京

の

街
で
も
だ
ん
だ
ん
と
消
え

て

い
く
の
は
寂
し
い
限
り
で
す
。

伝
統
と
で
皇
言
葉
は
、
産
業

や
文
化

の
ク
冠
ク
で
は
な
く
、

日
常

の
中
に
生
き
て
こ
そ
の

も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
号
を
も
ち
ま
し
て
、
『訪

の

響
』
の
掲
載

は
終
了

い
た
し
ま

す
。
長
ら
く
ご
愛
読

い
た
だ
き

ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ど
ざ

い

ま
し
た
。

か
ざ
り

こ

ゝ
え

静

中
，
ｉ

＾
ド

こ

の

『鋳
の
響
』
は
平
成

１４

年

４
月
か
ら
産
経
新
聞

・
西
日

本
版

「
美
と
く
ら
し
」
欄

に
月

二
回
掲
載

さ
れ
た
も

の
を
同

氏

の
許
可

ぞ

ら
び
に
産
経
新

聞
、
支

局

長

の
承

諾

）
を
受

け
て
転
載
し
た
も

の
で
す
。

（注
）
森
本
安
之
助
氏
は
錫
金
具

の
技
術
で
、
国
の

司
」
定
保

存
技
術
保
持
者
認
定
」
を
受

け
て
お
ら
れ
、
今
も
現
役
で

活
躍
さ
れ
て
お
ら
れ
る
斯
界

の
第

一
人
者
で
、
当
協
議
会

の
顧
間
を
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

「彫
り
」
と「磨
き
」

梅
の
花
の
凛
と
し
た
姿
に
、

春
を
感
じ
る
こ
ろ
と
な
り
ま

し
た
。
京

の
梅

の
見
ど
こ
ろ

と
で
え
ば
、
北
野
の
天
神
さ
ん
。

そ
し
て
、
今
年
築
城
４
０
０
年

【研修期間】 平成20年 6月 16日 ～6月 21日

【研修場所】 武信稲荷神社 (京都市中京区)

【講  師】
実技講師 :片山 龍馬 い片山
講義講師 :春日井道彦 先生

(財団法人文化財建造物保存技術協会)

【研修 生】

斎藤 和人  0齋藤漆工芸
藤原 二朗  いさわの道玄
山田  洋  い小西美術工藝社
西澤 正浩  ①文化財建造物保存技術協会

【研修期間】平成20年 7月 10日～7月 12日

【研修場所】京都市文化財建造物保存技術研4歩センター

(京者Б市東山区)

丹
塗
り
技
術
研
修
会

実
技
研
修
に
先
立
ち
、
文

化
財
建
造
物
保
存
技
術
協
会

の
春
日
井
道
彦
先
生
に

「
丹

の
塗

り
」

と

い
う

テ

ー

マ
で
ご
講

演

い
た

だ

き

ま

し

た
。
平

城

宮

跡
朱

雀

門

の
修

復

工
事

な

ど

の
実
施

工

例

か

ら
、

丹

土

を

は

じ

め
と

す

る
奈

良

県

地
方
に
特
徴
的
な
伝
統
材
料

に
つ
い
て
お
話

い
た
だ
き
ま

し
た
。
さ
ら
に
屋
外
や
厳
し

い
気
候
条
件

の
地
域
に
お
け

る
伝
統
的
な
材
料

・
工
法
に

よ
る
施
工
の
難
し
さ
や
塗
装

を

「
修
理

・
復
原
す
る
」
際

に
技

術

者

に
突

き

つ
け

ら

れ

て

い
る

問

題

点

に
至

る
ま

で
、

い
く

つ
も

の

修

復

現

場

を

経

験

さ

れ

て

こ

ら

れ

た

先

生

な

ら

で
は

の

お

話

を

聞

く

こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

実
技
伊
修

で
は
、

片

山

龍

馬

先

生

を

講
師
に
迎
え
、
武
信
稲

荷
神
社

の
玉
垣
を
ケ
レ

ン
か
ら
上
塗
り
ま
で

一

貫

し

て
行
う

こ
と

で
、

丹
塗
り
作
業

の
実
際
を

研
修
し
ま
し
た
。
中

で

も
各
研
修
生
か
ら
は

一

見
見
落
と
さ
れ
が
ち
な

掻
き
落
し
作
業

の
重
要

性
と
苦
労
と
を
改
め
て

実
感
し
た
と

い
う
感
想

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

漆
下
地
材
研
究
会

師】【請

漆
塗
り
は
と
か
く
表
面

の

塗
り

の
美
し
さ
ば
か
り
が
注

目
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
特
に

建
造
物

で
は
堅
牢

で
あ
る
こ

と
が
必
須
条
件

で
、
そ
の
た

め
に
下
地
は
非
常
に
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
現
在
使

っ
て
い

る
漆
下
地
が
果
た
し
て
最
良

の
も

の
と

い
え
る
の
か
、
必

ず
し
も
そ
う
と
は
言
え
な

い

の
で
は
な

い
か
と

い
う
疑
問

か
ら
今
回
の
研
究
会
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。

古

来

よ
り

漆

の
下
地

に

は
様

々
な
材
料
が
使
わ
れ
て

先生 (京都造形芸術大学教授)

∩川面美術研究所

佛さわの道玄

いはせがわ美術工芸

い小西美術工藝社

邑田漆芸い

側文化財建造物録存技術協会

岡田 文男

【研 修 生】

子

歩

司

寛

未

庄

田

井

藤

福

大

加

遊

子

子

佳

直

中

田

田

野

邑

金

第17号 ぺ＼、や
｀
ギ ら翠甲ゴ

'と ザヽイち 第1腎



き
ま
し
た
。
日
本
や
中
国
な

ど
海
外

の
漆
塗
り

の
研
究
を

さ
れ
て
い
る
岡
田
文
男
先
生

に
、
様

々
な
断
層
顕
微
鏡
写

真
を
見
せ
て
い
た
だ
き
な
が

ら
、
古
代
以
降

の
下
地
材

の

変
遷
を
お
話

い
た
だ
き
ま
し

た
。
研
修
生
か
ら
は
、
普
段

の
作
業
で
は
目
に
す
る
機
会

の
な

い
、
顕
微
鏡
写
真
に
よ

る
漆
下
地

の
構
造
を
目
の
当

た
り
に
す
る
こ
と
で
、
様

々

な
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

か

つ
て
の
漆
片
か
ら
、
現
代

の
修
復
作
業

に
も

活
用
出
来

る

の
で

は
な

い
か
と
思
え

る
材
料

や
工
法
を

学

ぶ
こ
と
が
出
来

た
よ
う

で
す
。

翌
日
は
講
義
を

元
に
、
各

々
の
研
修
生
が
実

施
工

へ
の
応
用
も
踏
ま
え
な

が
ら
最
適
と
思
え
る
下
地

の

試
験
施
工
を
し
ま
し
た
。
瓦

粉
や
骨
粉
、
炭
か
な
ど
、
か

つ
て
使

わ

れ

て

い
た
材
料

を
実
際
に
試
し
、
施
工
性
や

乾
き
、
堅
牢
さ
な
ど
を
検
討

し
な
が
ら
試
行
錯
誤

の
末
、

各

々
が
最
適
と
思
う

テ
ス
ト

ピ
ー
ス
を
作
り
ま
し
た
。

枡
究
会

の
最
終

日
に
は
、

そ
れ
ら
を
持
ち
寄
り
下
地
材

料
や
技
術
に

つ
い
て
意
見
交

換
を
行

い
、
従
来

の
技
法
に

検
討
を
加
え
ま
し
た
。
今
回

試
し
た
材
料
を
実
施
工
で
も

使

っ
て
み
た

い
と

い
う
意
見

も
出
さ
れ
る
な
ど
、
よ
り
良

い
材
料
や
工
法
を
探
求
し
て

い
く
き

っ
か
け
に
な

っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

「社寺建造物美術協議会」名簿す

い
か
ず

ら

の
実
も

そ

ろ

そ

ろ
色
づ
き
始

め

て

い
る
頃

で
し
ょ
う
か
。

今
年

で

２
年
目
を
迎
え
た

研
修
事
業

に
は
、
昨
年

よ
り

も
多
く

の
研
修
生
に
参
加
し

て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
今

後
も
会
員

の
皆
様

の
ご
意
見

を
反
映
し
な
が
ら
、
さ
ら
に

充
実
し
た
枡
修
会
に
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、

６
月

の
新
会
則

の

施
行
と
と
も
に
理
事
会
が
新
た

に
発
足
し
、
会
の
車
輸
が
少
し

づ
つ
廻
り
始
め
て
い
ま
す
。
今

号
で
は
フ
」
れ
か
ら
の
社
美
協
」

に
つ
い
て
、
会
員
の
皆
様
の
ご

意
見
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
１．
月
の
総
会
で
は
こ

う
し
た
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
を

検
討
し
て
い
く
予
定
で
す
。

私
事
で
す
が
、
こ
の
度
出
産

の
た
め
、
し
ば
ら
く
の
間
お
休

み
を

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
事
務
局
の
お
仕
事
を
さ

せ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な

っ
て

か
ら
、
た
く
さ
ん
の
方
々
の
お

世
話
に
な
り
、
色

々
な
勉
強
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

社
寺
建
造
物
美
術
協
議
会

事
務
局
　
木
村
小
絵
子
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大 谷 哲
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秀 〒537‐00,1

大阪市東成区東今里2-6-20

TEL 06‐ 6971-6571

FAX 06‐ 6971-6511

儡) 片 山 片 山 冨 夫
〒601‐8303

京都市南区吉祥院向田東町 10

TEL 075-322‐ 1236

FAX 075-316-6333

lal川 面美術研究所 荒 木 かおり
〒616‐8242

京都市右京区鴨滝本町69-2

TEL 075-464-0725

FAX 075-464-0099

岸野美術漆工業 lkl 岸 野  勲
〒321‐1404       ｀

栃木県日光市御幸町587-2

TEL 0288-53-3366

FAX 0288-54-0072

(醐塩尻木曽地域

地場産業振興センター
′よヽ 口 利 幸

¬‐399‐ 6302

長野県塩尻市木曽平沢2272-7

TEL 0264-34-3888

FAX 0264-34-2832

lMl小 西美術工藝社 小 西 美 奈
〒108-0014東京都港区芝牛牛5

三田KMビル3F
TEL 03‐ 5765-1481

FAX 03‐ 3455‐9250

lal齋 藤 漆 工 芸 齊 藤 敏 彦
〒250‐0631神奈川県足柄下郡

箱1艮 5げイ山石原1235-381

TEL 0460‐ 84‐2802

FAX 0460-34-0770

lkl さ か 酒 井   清
〒520‐2331

滋賀県野洲市小篠原 7-1

TEL 0775-87-1178

FAX 0775-87-5355

lklさ わ の 道 玄 澤 野 道 玄
〒604‐8232京都市中京区錦小路通

油小路東入る空也町491

TEL 075-254-3885

FAX 075-254-3886

lklは せがわ美術工芸 三 好 金 司
〒822-0011福岡県直方市

大字中泉字今林885-26

TEL 0949-24-7211

FAX 0949-24-7221

lkl細川社寺巧藝社 細 ナ|1夫美子
〒651‐2242 兵庫県神戸市西区

井吹台東町+5-13-301

TEL 078-997‐7178

FAX 078-997-7179

邑 田 漆 芸 餘) 邑 田 正 廣
〒607‐8355 京都市山科区

西野大鳥井町118-45

TEL 075-591-4137

FAX 075-502-0638

lkl森本鋳金具製作所
森 本 大 隆
(森木安之助)

〒600‐8321 京都市下京区楊梅通

西洞院東入ル八百屋町59

TEL 075-351-3772

FAX 075‐361-8877

lal横 山 金 具 工 房
横 山 智
(横山義雄)

明 〒601‐8394 京都市南区吉祥院

中河原里北町 1牛 3

TEL 075-325-4861

FAX 075-325-4862
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